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英
國
初
期
の

土
地
傭
託
ε

普
通
法
裁
劃
所

栗
　
楢

越
　
夫

（38）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
前
言

　
英
國
に
於
け
る
信
託
の
沼
革
は
所
謂
諾
。
の
登
生
に
始
塗
る
。
即
ち
蓉
は
實
は
信
託
の
幼
名
で
あ
る
。
英
國
に

於
て
は
蹉
に
早
く
か
ら
西
部
欧
羅
巴
大
陸
諸
國
ピ
共
蓮
の
駅
態
に
於
て
主
ε
し
て
土
地
に
關
す
る
初
期
の
賃
招
（
毘

6
雇
》
が
行
は
れ
て
を
つ
泥
（
蝕
一
）
。
當
時
土
地
は
最
も
主
要
な
る
財
産
で
あ
ウ
て
動
産
（
畠
彗
甕
肋
）
に
は
永
綾
僅
を

有
す
る
竜
の
が
少
な
く
從
て
土
地
に
關
す
る
馨
が
最
も
普
癒
で
あ
つ
裟
讐
）
。
メ
イ
ト
ジ
y
ぜ
氏
（
欝
窪
繋
＆
）
は

＆
o
凝
な
る
語
句
を
ご
◎
馨
毘
選
国
8
淵
に
ま
で
遡
う
求
め
得
る
こ
ピ
を
指
摘
し
ね
上
も
更
に
早
く
か
ら
之
に
依

て
士
地
逡
賂
の
目
的
を
蓬
し
て
ゐ
た
こ
ε
（
龍
5
艮
紀
元
第
十
二
世
絶
頃
土
地
の
賓
賀
に
．
傾
主
（
r
O
箆
回
の
介
汎
を

見
、
　
硝
時
的
の
馨
が
行
は
れ
た
≧
ξ
（
蝕
四
）
を
畢
示
し
又
當
時
数
同
に
互
う
聖
地
轟
ル
デ
レ
ム
同
雀
の
爲
め
捉

企
圖
せ
ら
れ
爬
十
字
軍
（
o
露
）
一
〇
九
六
ー
一
二
七
〇
）
に
出
征
の
將
士
が
婁
子
、
兄
第
姉
妹
及
子
擁
の
翁
め
准

　
　
　
　
薦
幽
初
期
め
土
地
盤
託
ε
管
蓮
決
義
発
腕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



（雛》

　
　
　
　
薬
瞬
初
摺
の
土
塊
儒
託
電
讐
譜
淡
義
発
駈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
囚

（
ε
鼻
・
島
0
9
）
士
地
を
第
三
者
に
移
蒋
し
（
陸
錠
）
、
詫
元
第
十
三
世
紀
の
前
雫
頃
か
ら
布
教
の
目
的
を
以
て
渡
奈
せ

る
セ
ソ
ト
フ
ラ
ソ
シ
ス
教
團
億
（
閏
養
＆
8
選
奪
程
堕
）
の
爲
め
k
⇔
O
讐
。
岳
。
O
｛
静
。
隷
鱒
誘
）
土
地
（
家
屋
）
を
都
市

（
げ
8
2
讐
8
日
B
§
幽
ぐ
）
に
移
鞘
し
（
識
六
）
以
て
永
績
的
k
覇
o
が
行
は
れ
る
k
竈
垂
、
更
に
組
元
第
十
四
世
紀
に

λ
る
k
及
ん
で
は
士
地
（
家
屋
）
に
關
す
る
篇
o
は
翠
に
宗
教
上
ぱ
か
ウ
で
な
く
、
俗
曝
の
上
に
於
て
竜
廣
く
一
般
に

涜
行
し
．
殊
に
士
地
所
有
者
が
自
己
の
爲
め
に
（
毘
o
陰
器
薮
奪
）
土
地
を
友
人
殊
に
撒
人
の
友
人
に
移
韓
す
る
≧
ε

が
畳
ど
な
つ
た
ヒ
ε
を
説
明
し
て
を
る
（
駐
七
）
。
叉
ホ
〃
ム
身
勃
事
（
＝
o
ぎ
雷
）
は
馨
に
付
て
大
饅
O
討
量
馨
の
頃

（
9
ぎ
暮
＝
o
o
一
）
2
で
趨
及
し
（
腱
5
，
エ
イ
ム
ス
教
捜
は
土
地
の
島
o
に
關
し
て
は
紀
元
第
十
二
世
紀
の
後
牟
期
か
ら

屡
々
文
献
に
散
見
す
る
所
が
あ
る
ε
説
ψ
て
を
る
（
融
九
）
。
凡
そ
以
下
本
稿
に
於
て
は
斯
る
島
o
の
登
生
及
登
逮
並

之
に
封
す
る
普
通
法
裁
劃
所
の
態
度
等
に
付
考
究
し
て
見
る
こ
ε
ε
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
圏
’
土
地
島
o
の
登
生
原
因
及
登
達

　
土
地
島
o
の
主
要
な
る
毅
生
原
因
ピ
し
て
は
先
づ
土
地
遣
賂
の
禁
止
に
封
す
る
救
濟
手
段
ε
し
て
使
用
せ
ら
る
る

に
至
つ
た
ヒ
ピ
を
學
げ
な
け
れ
ぽ
な
ら
臓
。
メ
イ
き
ラ
γ
ド
氏
の
如
き
も
誘
o
登
生
の
原
因
電
し
て
五
者
を
墨
げ
て

を
る
け
れ
ε
も
（
陛
一
9
，
就
中
土
地
逡
贈
の
禁
止
に
野
す
る
救
濟
手
段
を
以
て
最
も
重
要
な
竜
の
（
鴨
o
露
8
旨
o
蔑
謹
）

ピ
爲
し
、
共
の
他
の
も
の
は
左
2
で
重
親
す
る
k
足
ら
な
い
（
8
旨
鷺
糞
蓄
蔓
9
疑
制
穿
宕
『
冨
9
。
）
ε
述
べ
て
を



（舗）

る
の
で
あ
る
（
陛
＝
）
。

Oり

先
つ
土
地
の
逡
賂
禁
止
に
封
す
る
救
潜
手
段
ピ
し
て
扉
o
に
付
述
べ
た
｝
。
即
ち
英
國
に
於
て
は
綿
元
第
十

　
二
世
紀
に
至
ウ
土
地
の
逡
購
を
禁
止
し
泥
。
蓋
し
土
地
は
封
建
制
度
の
成
立
及
存
績
の
要
素
で
あ
る
か
ら
典
の
自

由
庭
分
を
許
す
ピ
き
は
（
a
）
封
建
制
度
の
墓
礎
を
危
か
ら
し
め
、
（
b
）
相
綾
人
な
き
場
合
に
於
て
國
王
叉
は
韻
主
の

有
す
る
土
地
復
蹄
権
を
侵
害
し
、
（
c
）
長
子
相
績
制
の
下
に
於
て
長
子
の
相
績
搬
を
侵
害
す
る
≧
ピ
ε
な
身
、
更
k

　
叉
（
d
》
當
時
土
地
の
移
韓
k
は
必
す
其
の
占
有
の
現
實
な
る
引
渡
（
鵯
旨
『
巴
幽
幕
萸
亀
鼠
鑑
一
・
）
を
要
し
た
の
で
あ

　
る
が
土
地
の
逡
贈
は
此
の
原
則
に
大
な
例
外
を
設
く
る
こ
ε
ε
な
る
か
ら
等
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
土
地
の
遺
贈
を

　
禁
止
す
る
ヒ
ピ
は
當
時
の
肚
會
及
経
済
事
情
一
般
に
徴
し
て
見
る
に
頗
る
不
自
然
且
つ
不
條
理
で
あ
つ
π
か
ら
、

　
英
國
民
は
其
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
之
に
霧
o
を
慮
用
し
問
接
的
及
實
質
的
に
土
地
遺
聡
の
目
的
を
藩
成
す
る
や
う

　
k
な
つ
た
。
即
ち
土
地
所
有
者
は
共
の
生
前
、
其
の
所
有
地
を
自
己
の
爲
め
に
（
8
ザ
討
o
（
β
髭
9
毘
o
讐
累
暑
ヨ
）

　
友
人
k
護
渡
し
、
護
渡
者
の
生
存
中
は
之
よ
う
生
ず
る
利
盆
を
譲
渡
者
に
引
渡
さ
し
め
、
英
の
死
後
は
譲
渡
者
の
指

　
圃
に
從
ひ
其
の
土
地
を
護
渡
露
分
せ
し
め
π
も
の
で
あ
つ
瀧
。
而
し
て
此
の
揚
合
k
於
て
も
一
人
の
友
人
に
護
渡

　
す
る
ε
き
は
譲
渡
者
の
死
亡
前
に
護
受
着
が
死
亡
す
る
こ
電
あ
る
を
慮
壷
豫
め
数
人
の
友
人
に
譲
渡
し
置
き
、
残

　
荏
の
法
理
（
凝
鐸
o
器
β
三
ぎ
誘
獣
℃
）
に
依
て
一
人
の
謹
受
者
が
死
亡
す
る
も
何
等
支
障
な
き
檬
に
努
め
た
（
駐
三
）
。

　
　
　
　
笑
幽
初
期
の
土
題
慣
託
電
曹
麺
洩
機
卿
爵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
蕊



（36）

　
　
　
英
國
初
期
の
土
亀
信
罷
電
磐
通
淡
戯
剣
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

而
し
て
斯
る
揚
合
に
於
け
る
譲
受
者
即
ち
瀞
o
浄
o
無
誘
o
た
る
友
人
は
中
古
の
西
部
殿
羅
巴
大
陸
フ
ラ
ッ
ク
及

ラ
ソ
ゴ
バ
ル
ト
民
族
法
に
於
て
士
地
（
融
ヨ
）
叉
は
動
産
（
o
詳
菖
昏
）
（
雛
髄
四
）
に
付
行
は
れ
た
留
ざ
”
善
叉
は
↓
誘
辱

猛
邑
舞
ピ
全
く
同
一
で
あ
つ
て
雨
者
の
問
に
密
接
な
る
闘
係
が
あ
る
ピ
認
む
る
の
が
要
嘗
で
あ
ら
う
（
註
蓋
）
。

働
　
次
k
土
地
霧
。
登
生
の
原
因
ピ
し
て
は
（
艶
以
下
は
メ
イ
ト
ラ
ソ
ド
氏
の
翻
ム
が
如
く
左
ま
で
重
要
な
る
竜

の
艦
葬
ざ
る
も
）
封
建
制
度
に
墓
く
負
旛
の
同
避
手
段
を
撃
げ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
而
し
て
封
建
制
度
に
墓
く
負

譜
ぽ
之
を
（
a
）
相
綾
及
結
婚
上
の
負
櫓
ε
（
働
）
犯
罪
に
因
る
土
地
の
没
牧
及
復
蹄
ε
に
分
つ
。

　
（
a
）
其
當
時
若
も
相
績
人
が
成
年
者
な
る
ε
き
膿
領
主
に
封
し
器
ぼ
｛
即
ち
輔
種
の
相
績
税
を
支
彿
は
ね
ば

　
な
ら
な
か
つ
た
。
叉
着
も
相
績
人
が
未
成
年
者
な
る
ε
き
は
其
の
宋
成
年
潜
は
領
主
の
後
見
（
≦
騨
邑
魯
献
）
の
下

　
R
立
ち
、
之
に
依
，
て
興
の
権
利
の
行
使
k
因
ウ
土
地
か
ら
生
ず
る
利
霊
を
牧
得
せ
ら
れ
、
且
つ
右
雨
場
合
を

　
蓮
じ
相
綾
の
開
始
ε
圃
時
に
ザ
＆
9
ε
稔
す
る
貢
物
（
家
畜
叉
は
武
器
）
を
領
主
に
獣
進
す
る
ヒ
ピ
を
要
し
髭
。

　
夷
れ
か
ら
若
も
相
績
人
な
き
ε
き
は
土
地
は
復
爺
（
3
9
・
魯
）
の
法
理
k
依
う
永
久
k
領
主
に
復
錨
し
ね
。
叉
縮

　
績
人
が
傾
主
の
選
む
だ
結
婚
を
承
諾
し
な
か
つ
た
蜜
き
は
相
當
の
結
婚
税
（
轟
ぎ
o
o
P
ぎ
駐
舞
識
縄
o
）
（
融
繭
六
）

　
を
領
主
に
支
挑
ム
こ
ε
を
要
し
た
。
是
に
於
て
斯
く
の
如
く
重
き
負
旛
を
同
避
す
る
爲
め
に
土
地
斯
有
者
は

　
諺
o
を
利
用
し
其
の
土
地
を
豫
め
歎
入
（
メ
イ
ト
ラ
ソ
ド
氏
は
碍
ε
し
て
十
名
の
多
敷
に
逮
す
る
こ
ε
あ
，
嘘



霜
つ
花
）
穣
圏
七
）
の
合
有
α
o
匿
仲
8
聾
ε
ε
爲
し
巧
み
に
淺
存
の
法
理
に
依
て
土
地
所
有
者
の
死
亡
に
因
る

重
き
負
櫓
を
苑
れ
π
霞
天
）
。

（
b
）
　
次
に
土
地
所
有
者
．
が
輔
定
の
犯
罪
理
o
器
象
叉
は
箆
o
蔓
を
爲
し
た
ε
き
は
没
牧
（
♂
瀞
羅
畦
o
）
の
淺

理
粥
依
う
共
の
土
地
を
洩
牧
せ
ら
れ
た
』
又
土
地
所
有
者
の
相
績
人
が
斯
る
罪
を
犯
す
ε
き
は
其
の
相
績
資
格

を
礎
渠
す
る
か
ち
土
地
は
土
地
斯
有
者
の
死
亡
蜜
同
時
に
復
離
（
。
。
・
畠
畿
）
の
法
理
に
依
う
國
王
叉
は
領
主
忽

　
　
　
　

穣
離
し
た
。
憂
龍
於
て
土
地
所
有
者
は
斯
．
る
没
牧
又
は
復
購
を
同
避
す
る
爲
め
に
島
。
を
利
用
し
豫
め
±
地
を

飲
λ
の
合
有
ε
爲
す
や
う
に
な
つ
た
。
数
入
の
者
が
悉
く
如
上
犯
罪
を
爲
す
が
如
き
こ
ε
は
實
際
問
題
ε
し
工

想
橡
す
る
眞
潭
が
働
癖
な
い
か
ら
之
鑑
依
て
能
く
豫
期
の
目
的
を
達
す
る
こ
ε
を
得
π
（
註
一
九
）
。
英
國
に
於
て

侭
福
乖
第
十
玉
世
紀
め
中
頃
ク
ソ
カ
ス
タ
弔
王
朝
芝
ヨ
」
ク
王
朝
ピ
の
聞
に
雫
が
あ
つ
た
。
斯
謂
薔
薇
戦
事
が

是
れ
で
あ
る
。
艶
の
暢
舎
に
於
、
て
敗
軍
に
味
方
し
た
武
．
士
は
叛
逆
罪
に
因
る
公
権
喪
失
塵
分
（
舞
勘
鼠
巽
）
零
し

て
典
の
止
地
を
趨
敬
、
せ
ら
る
る
危
瞼
が
あ
つ
た
の
で
、
斯
る
没
牧
を
同
遊
す
る
爲
め
に
土
地
の
占
有
及
牧
盆
撞

を
溜
裸
し
て
土
地
を
他
人
に
護
渡
す
る
手
段
が
輔
般
に
行
は
れ
る
に
至
つ
た
。
所
謂
。
・
。
畦
9
8
導
亀
墜
8
容

娼
鴎
鱒
ピ
怯
是
れ
で
あ
る
。
而
し
て
斯
る
壼
o
は
エ
ド
ワ
蓄
ド
四
世
の
時
代
に
至
て
初
め
て
叛
蓮
罪
を
理
由
ε
し

て
遙
牧
せ
ら
れ
ざ
る
t
蜜
を
確
認
せ
ら
る
る
≧
ε
蜜
な
つ
裟
讐
o
）
。

　
　
塞
”
欄
靭
組
の
土
灘
鱈
鶴
霊
讐
叢
“
緒
一
聯
御
一
誘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



（38）

　
　
　
藁
閣
靭
繍
用
の
土
地
儒
託
ミ
鵜
一
週
決
濃
弼
躍
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

樹
第
三
に
土
地
・
奮
登
生
の
原
因
ε
し
て
暴
ぐ
べ
き
も
の
は
死
手
法
の
避
脱
亭
段
で
あ
る
。
セ
ソ
ト
、
フ
ラ
γ

シ
ス
教
團
k
付
て
は
別
に
述
べ
た
吹
聾
二
×
琶
三
）
。
此
外
廣
く
土
地
を
宗
教
團
髄
（
器
凝
び
器
ぎ
島
＄
）
に
寄
進

す
る
風
習
は
既
k
、
乞
9
塁
旨
O
o
呂
幕
纏
以
楽
頗
る
盛
に
行
は
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
當
時
宗
教
團
鰹
の
如

き
法
人
に
土
地
を
譲
渡
す
る
ε
き
は
斯
る
土
地
は
斯
謂
死
藏
地
（
冨
鼠
ぎ
観
ぎ
疑
o
簿
欝
騨
ぎ
）
ε
な
ウ
國
王
叉
は
鎮

主
は
之
k
封
し
て
封
建
制
度
上
の
負
旛
を
強
制
す
る
≧
ε
が
出
寒
な
か
つ
泥
か
ら
、
之
を
防
止
す
る
爲
め
に
顯
理

三
世
（
＝
も
ゆ
曾
昌
o
o
α
）
及
髭
ド
ワ
U
ド
嫡
世
（
嵩
逡
・
占
£
）
の
治
世
k
至
♪
、
法
人
が
國
王
叉
は
領
主
の
許
可
（
浮
窪
8
）

を
得
ず
し
て
土
地
を
取
得
す
る
≧
ε
を
禁
止
し
、
之
に
逡
反
す
る
ε
き
は
土
地
を
没
牧
す
る
≧
ε
ε
し
た
。
之
を
死

手
法
叉
は
没
牧
法
（
ω
馨
暮
窃
亀
鵠
R
貫
勲
ぎ
）
ε
稀
し
た
。
然
し
乍
ら
宗
教
圃
騰
に
土
地
を
譲
渡
す
る
風
習
は
一

片
の
法
律
を
以
て
到
底
之
を
禁
屡
す
る
こ
ε
が
出
來
な
い
ε
≧
ろ
で
あ
つ
て
、
宗
数
剛
騰
及
信
者
は
諾
。
に
依
て
之

　
　
　
　
　

を
遊
脱
す
る
≧
ε
ε
な
つ
た
（
聾
三
）
。
即
ち
土
地
を
宗
教
團
膣
k
寄
逡
せ
む
ε
す
る
も
の
は
該
土
地
を
瀞
o
齢
暮
o

霧
o
に
護
渡
し
之
を
し
て
宗
教
團
騰
の
爲
め
に
厩
有
せ
し
む
る
≧
ε
ε
し
ね
。
斯
く
の
如
く
す
る
ε
き
は
宗
教
團

膣
は
輩
k
8
碗
鼠
ρ
5
島
o
た
る
に
止
2
ウ
、
別
段
直
接
に
土
地
を
取
得
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
死
手
法
の
適
用
を

菟
れ
得
π
。
此
の
鮎
に
付
メ
イ
ト
ラ
ソ
ド
氏
は
「
翠
に
宗
教
團
膣
員
を
し
て
土
地
よ
り
生
ず
る
物
を
享
受
せ
し
む

る
に
止
ら
ば
是
れ
死
手
法
k
蓮
反
す
る
電
の
で
な
い
。
蓋
し
宗
戦
團
燈
は
土
地
の
所
有
者
に
非
ず
し
て
瀞
o
律
o
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9
甥
o
が
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
ε
説
ψ
て
を
る
（
讐
茜
）
。

㈹
第
四
に
士
地
島
。
駿
生
の
原
因
ε
し
て
畢
ぐ
べ
き
も
の
は
ユ
睾
窪
叉
は
。
畦
9
受
同
避
の
手
段
で
あ
る
。
＆
讐
零

即
ち
寡
婦
財
産
ε
は
夫
の
死
亡
後
に
於
け
る
寡
婦
及
子
女
の
生
活
を
保
障
す
る
爲
め
に
夫
の
斯
有
す
る
土
地
か
ら

寡
婦
に
分
輿
せ
ら
る
る
も
の
を
謂
ふ
。
但
し
＆
藝
R
の
登
生
は
夫
が
普
通
法
上
所
有
す
る
土
地
に
限
，
、
衡
奉

法
上
所
有
す
る
土
地
は
之
ε
異
つ
て
を
つ
た
。
而
し
て
婚
姻
存
績
中
夫
が
土
地
を
取
得
す
る
ε
き
は
當
然
該
地
の

上
に
3
箋
巽
の
婁
生
を
見
、
一
度
3
ξ
巽
が
螢
生
す
る
電
き
は
夫
は
如
何
な
る
方
法
に
依
る
も
之
を
自
由
㈹
虜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

分
す
る
ヒ
ε
が
出
來
ず
し
て
夫
の
土
地
塵
分
上
大
な
る
支
障
ε
な
つ
π
（
註
二
霊
）
。
叉
o
環
榑
o
聲
（
8
舞
・
選
）
即
ち

繰
央
財
産
ε
は
3
暑
窪
に
封
す
る
も
の
で
あ
つ
て
妻
の
死
亡
後
鰹
夫
が
妻
の
斯
有
す
る
土
地
に
野
し
て
有
す
る

横
利
k
外
な
ら
の
。
之
を
富
轟
昌
受
蔓
窪
O
皇
昌
而
亀
叉
は
静
窪
§
曙
薯
ド
著
鉱
国
謎
一
器
α
ε
も
欝
し
ね
盆
二
六
）
。

而
し
て
之
は
矢
張
普
通
法
上
妻
の
有
す
る
権
利
k
封
し
て
の
み
駿
生
し
、
其
存
在
は
妻
に
取
て
叉
甚
だ
不
便
で
あ

つ
驚
か
ら
、
夷
は
萎
の
号
望
窪
を
同
遜
す
る
爲
め
に
、
叉
妻
は
夫
の
霊
濤
留
鳩
を
同
避
す
る
爲
め
に
、
央
々
霧
Ω

を
利
用
し
、
夫
が
土
地
を
取
得
す
る
に
嘗
て
は
其
の
篇
o
を
牧
め
て
之
を
他
人
に
護
渡
し
叉
婁
も
同
檬
の
手
段
を

鐸
む
だ
。
上
述
の
如
く
号
藝
巽
及
霊
誉
聲
は
衡
李
法
上
の
櫨
利
に
及
ぱ
な
か
つ
た
か
ら
愛
に
初
め
て
＆
箋
窪

及
o
馨
霧
『
を
同
避
す
る
を
得
π
次
第
で
あ
る
（
註
二
七
）
。
ボ
ジ
ャ
署
ト
氏
（
の
粛
o
答
）
は
き
妄
巽
叉
櫨
o
貰
窟
馨
同

　
　
　
英
爾
初
期
の
土
地
信
託
ε
普
通
法
裁
剣
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
九



　
　
　
　
　
　
凸
舜
嗣
鞠
量
珊
の
土
鳩
億
髄
電
皿
響
癒
「
濠
裁
一
鋼
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚
0

ウ40

　
驚
の
手
段
ε
し
て
扇
o
を
利
用
し
π
こ
ε
を
以
て
鶉
器
出
塊
の
覧
鼠
鵠
一
〇
濫
8
紳
ε
爲
し
て
を
る
（
融
二
八
）
。

（　
　
㈲
・
第
五
に
土
地
錺
o
畿
生
の
原
因
ピ
し
て
學
ぐ
べ
き
も
の
は
債
横
者
詐
婁
の
手
段
で
あ
る
。
覇
o
は
債
梅
者
詐

　
　
害
の
手
段
ピ
し
て
も
用
ぬ
ら
れ
把
。
即
ち
債
槽
者
が
鈎
決
に
墓
き
差
押
命
令
審
（
鋤
竃
簿
o
『
一
轟
δ
を
得
だ
毒
償

　
　
務
者
の
所
有
す
る
土
地
k
封
し
執
行
を
爲
さ
む
ε
す
る
ε
き
債
務
者
箆
る
土
地
斯
有
蔚
は
自
璋
の
爲
め
に
該
土
地

　
　
を
藪
入
の
者
に
譲
渡
し
て
興
の
合
有
ε
爲
せ
ぱ
、
該
土
地
は
債
務
者
以
外
の
者
の
斯
宥
に
蹄
し
て
を
る
か
ら
之
に

　
　
瀦
し
執
行
す
る
に
由
な
く
、
債
務
者
は
館
く
該
土
地
り
實
盆
を
享
受
し
乍
ら
債
櫻
者
の
邉
求
な
同
蓬
す
る
≧
ピ
を

　
　
得
彪
も
の
で
あ
る
（
聾
冤
）
。
ポ
メ
ロ
ィ
氏
（
ぎ
ヨ
R
受
）
が
僑
侶
に
依
鈴
死
半
法
を
避
脆
す
る
目
的
を
以
て
叉
総

　
　
（
に
依
り
債
檬
者
及
封
建
鷺
侯
を
詐
審
す
る
目
的
を
以
モ
緩
o
が
行
は
る
る
に
至
つ
π
ピ
述
ぶ
る
蜜
≧
ろ
が
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
拠
の
は
之
を
指
す
も
の
蜜
思
ム
（
鞍
δ
）
。
但
し
債
櫓
者
の
詐
筈
を
圓
的
ε
す
る
霧
は
＝
晶
七
七
年
、
一
三
七
九

　
　
年
。
輔
四
八
八
年
及
哨
誠
Q
四
年
等
の
法
律
を
以
て
禁
止
せ
ち
る
る
に
至
つ
陀
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
筥
　
q
諸
に
封
す
る
普
通
法
裁
斜
所
の
態
度

　
　
撫
く
の
如
《
に
し
て
土
地
の
認
紹
は
廣
く
行
は
る
る
に
至
つ
髭
け
れ
ご
も
普
通
決
裁
釧
所
は
之
を
有
敷
ξ
認
め

　
8
鴇
翫
曹
5
儲
o
即
ち
受
盆
潜
を
傑
護
す
る
態
度
に
出
で
な
か
つ
た
霞
三
）
。
蓋
し
之
に
は
次
の
如
き
ω
純
法
理
的

　
理
由
ξ
⑧
融
會
的
及
政
治
的
理
由
蜜
が
存
し
た
の
で
あ
つ
た
。
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①
　
純
法
理
的
理
由
ε
し
て
は
之
を
次
の
三
織
k
要
約
す
る
ヒ
ε
が
出
薬
る
。

　
（
a
）
　
先
づ
第
一
に
墨
ぐ
べ
き
は
瀞
o
漆
0
8
髭
o
を
以
て
法
律
上
土
地
の
繕
封
的
斯
有
者
ε
爲
し
た
こ
虞

　
で
あ
る
。
　
瀞
o
浮
0
8
岳
o
即
ち
受
託
者
は
普
通
法
の
原
則
に
依
り
土
地
の
絶
封
的
所
有
者
（
穿
o
鱒
富
o
ぎ
富

　
o
書
9
亀
浮
o
壁
鼠
）
で
あ
つ
セ
か
ら
後
に
制
定
せ
ら
れ
た
の
欝
彗
0
9
詩
窃
の
如
き
成
文
法
の
存
せ
ざ
る

　
限
少
8
答
鑑
ρ
器
羅
即
ち
受
盆
者
の
権
利
を
認
む
る
に
由
が
な
く
、
從
そ
普
蓮
法
裁
興
所
は
8
雲
鼠
盤
㊤

　
擁
k
何
等
の
保
護
救
濟
を
奥
ム
る
≧
霊
が
出
楽
な
か
つ
た
（
讐
三
）
。
斯
く
の
如
く
普
殖
法
裁
鋪
所
は
譲
牽
人

　
驚
る
瀞
傷
漆
0
8
蕊
o
を
以
て
土
地
の
紹
封
的
所
有
者
ε
認
め
た
け
れ
ご
も
着
竜
艶
の
場
合
に
條
件
附
譲
渡

　
｛
8
三
寵
o
葛
一
瀞
o
晋
o
馨
）
の
法
理
を
・
諾
o
に
擬
張
し
た
ε
す
れ
ば
普
通
法
裁
鋼
所
は
屋
o
に
遽
當
の
保
謹
を

　
與
へ
得
ざ
多
し
か
（
讐
三
）
。
元
楽
土
地
の
條
件
附
護
渡
は
當
時
の
普
通
法
に
於
て
も
認
め
ら
れ
彪
ξ
ζ
ろ
で
あ

　
る
が
唯
普
通
法
の
認
む
る
條
件
は
土
地
譲
渡
の
際
之
を
定
む
る
≧
建
を
要
し
、
且
つ
第
三
者
の
利
盆
設
定
を
自

　
葡
ε
爲
さ
ざ
る
こ
ε
を
要
し
だ
へ
讐
西
）
。
從
て
土
地
護
渡
の
際
．
其
の
譲
渡
人
又
は
其
の
相
綾
人
を
8
異
5

　
霊
岳
o
ε
し
て
扇
。
を
設
定
す
る
ε
き
は
8
恥
猛
ρ
5
霧
o
た
る
譲
渡
人
叉
は
其
の
相
綾
人
は
之
腔
依
て
普

　
逓
淡
上
の
傑
護
を
受
く
る
こ
蜜
を
得
た
や
う
に
見
え
る
（
彗
孟
）
。
即
ち
矢
張
エ
イ
ム
ス
教
授
（
誇
愛
雛
）
の
謂
へ

　
る
が
如
く
士
地
謹
渡
の
際
譲
渡
人
又
は
其
の
相
績
人
を
8
¢
鼠
碧
。
鶴
器
慮
し
て
奮
ゆ
を
設
定
し
若
も
譲
受

　
　
　
　
“
憂
璃
初
期
の
土
臨
儒
能
電
豪
湧
法
義
％
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯
一
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美
國
（
初
期
の
土
地
償
託
建
愚
一
通
漢
遊
”
郷
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

人
た
る
鴇
o
辞
0
8
萄
o
が
典
の
信
託
を
履
行
し
な
か
つ
た
場
合
は
土
地
を
譲
渡
人
に
返
還
す
べ
き
旨
の
條
件

を
附
し
た
ε
き
は
該
解
除
條
件
（
島
0
8
民
謹
睾
睾
酵
β
器
旨
仲
）
の
成
就
に
因
て
譲
渡
人
叉
は
其
の
相
績
人
は
普

通
法
上
土
地
に
直
接
立
入
歩
て
共
の
占
有
を
同
復
し
へ
。
蓉
畦
）
又
は
士
地
同
復
の
訴
を
提
起
す
る
≧
ε
を
得
た

の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
轟
イ
ム
ス
教
授
の
謂
へ
る
が
如
く
此
の
揚
合
に
於
て
土
地
の
譲
渡
人
叉
は
其
の
相
績
人

が
普
通
法
上
の
救
濟
を
受
く
る
は
o
窪
鼠
ρ
5
・
蓉
の
資
格
に
於
て
で
な
ψ
ば
か
ウ
で
な
く
條
件
の
強
制
は

冨
o
履
行
の
強
制
（
窪
瀞
言
o
臼
o
旨
亀
扇
o
）
で
な
ぐ
て
軍
に
議
o
の
不
履
行
に
因
る
土
地
没
牧
（
ま
『
賦
葺
話
♂
腕

静
旨
8
唱
R
び
茸
窪
S
）
の
張
制
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
而
か
も
斯
る
條
件
附
譲
渡
は
一
蓉
の
設
定
に
於

で
（
ぎ
密
o
蟄
o
旨
ε
錺
＄
）
普
通
行
は
れ
た
も
の
で
な
か
つ
た
（
昌
9
8
旨
欝
睾
）
。
實
に
普
通
の
揚
合
に
於
て
は

護
渡
人
は
瀞
o
齢
o
櫛
9
絹
。
即
ち
受
託
者
の
誠
實
（
ま
＆
受
）
に
信
頼
し
無
條
件
k
土
地
の
斯
有
槽
を
之
に
移
韓

し
彪
も
の
で
あ
る
。
此
の
故
に
岳
o
を
以
て
一
般
に
土
地
の
條
件
附
譲
渡
な
り
ε
解
せ
む
ε
す
る
は
無
理
が
あ

る
ピ
謂
は
ね
ば
な
ら
鳳
。
從
て
普
通
法
裁
鋼
所
は
該
法
理
の
残
張
に
依
つ
た
ε
し
て
も
廣
く
一
般
に
器
o
を
保

謹
す
る
こ
ε
は
出
察
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
（
聾
ま
ハ
）
。

（
b
）
　
次
に
學
ぐ
べ
き
織
は
騨
訟
形
式
の
鉄
如
で
あ
る
。
英
國
に
於
て
は
不
動
産
法
は
動
産
法
に
比
し
早
く
か

ら
署
し
く
畿
達
し
不
動
産
に
關
す
る
訴
謎
形
式
及
訴
訟
開
始
令
駅
制
度
は
當
時
既
に
精
細
に
定
ま
つ
て
を
つ
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ね
。
從
て
訴
訟
原
因
に
し
て
斯
る
就
存
の
形
式
に
當
嵌
め
る
こ
ε
が
出
來
な
い
も
の
は
縦
令
普
通
法
裁
判
所
の

救
済
を
受
く
べ
き
正
當
の
理
由
が
あ
つ
て
も
其
の
救
濟
を
受
く
る
に
由
が
な
か
つ
π
。

　
営
時
土
地
に
關
す
る
物
穗
（
・
§
需
）
の
中
窃
富
譜
ぎ
頴
o
。
。
ぎ
覧
ρ
鼠
磐
o
幽
5
瀞
o
鼠
ポ
o
器
需
♂
㎏
鵠
登

6
q階
馨
σ
蜂
器
9
巴
琶
8
0
株
喜
o
言
器
歪
邑
S
は
夫
々
既
存
の
訴
訟
形
式
に
依
て
適
當
な
る
保
護
を
受
け
て
を

つ
泥
け
れ
ご
も
（
融
三
七
）
、
土
地
に
關
す
る
拐
o
は
新
た
に
登
生
し
た
も
の
で
あ
つ
て
o
窃
鼠
ρ
器
扇
o
即
ち
受

盆
者
の
穫
利
を
保
護
す
べ
き
訴
訟
形
式
は
未
だ
存
せ
ず
、
叉
不
動
産
に
關
す
る
一
般
の
訴
訟
形
式
等
が
鹸
り
k

固
定
し
且
つ
局
限
せ
ら
れ
、
新
し
き
形
式
を
考
案
す
る
こ
ε
が
困
難
で
あ
つ
て
、
結
局
此
の
鮎
か
ら
し
て
も
9
㌢

露
馨
o
塁
o
を
救
涛
す
る
に
由
が
な
か
つ
た
（
聾
見
）
。
エ
イ
ム
ス
教
授
は
■
紀
元
第
†
二
世
紀
の
後
孚
か
ら
紀

元
第
十
五
世
紀
の
初
期
に
亘
9
丈
献
中
に
土
地
の
島
o
に
關
す
る
も
の
を
多
々
蛮
見
す
ε
雄
も
8
路
一
置
5
諾
¢

が
瀞
o
欝
o
を
相
手
ピ
し
て
裁
到
所
k
訴
を
提
起
し
た
る
擦
典
存
在
」
せ
ざ
る
≧
ε
を
摘
示
し
、
紐
元
一
四
〇
二

年
k
於
て
國
民
が
議
會
に
封
し
「
信
義
に
違
反
し
た
る
鵠
o
験
窃
に
勢
す
る
救
濟
」
（
騨
℃
¢
窪
凶
窪
♂
膝
箆
建

茜鑑暮α

聾
2
巴
瀞
o
渉
窃
8
岳
9
）
k
付
請
願
を
爲
し
．
斯
る
揚
合
に
於
て
議
會
に
於
て
法
律
を
制
定
す
る

k
非
ぎ
れ
ば
救
済
の
塗
な
き
こ
ε
（
『
弩
畠
o
器
o
爵
霧
o
尉
脇
き
器
召
a
鴫
鶴
三
窃
凹
B
o
ぼ
冥
ミ
置
＆
ξ
評
、

島
”
§
o
旨
）
を
求
め
セ
に
徴
し
て
も
之
を
窺
ひ
知
る
≧
ε
が
照
來
る
定
爲
し
た
盆
三
九
）
。

　
　
　
美
團
翫
初
期
の
土
地
信
託
電
讐
通
法
裁
鍔
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



（磁）

　
　
寡
剛
初
窺
の
土
地
儒
託
ε
讐
逡
法
瀧
朔
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬
凶

（
o
》
　
第
三
に
器
ぐ
べ
き
顯
は
契
約
に
關
す
る
法
理
の
敏
階
で
あ
る
。
英
國
に
於
て
櫨
欝
時
翫
に
金
銭
英
の
地

の
動
牽
の
5
0
即
ち
學
者
の
斯
謂
「
普
通
法
上
の
信
託
」
（
8
糞
旨
S
騨
類
搾
蕊
怜
）
に
於
て
受
託
者
即
ち
冨
肖
詔

溺
熱
の
羅
を
履
行
せ
ざ
る
ピ
き
は
清
算
の
訴
（
騨
9
尉
9
亀
零
8
葦
畠
（
金
鈍
の
掲
合
）
叉
は
目
的
物
引
渡
の

謙
ス
毘
鼻
亀
審
穿
器
）
（
金
銭
以
外
の
動
産
の
場
合
）
に
依
り
救
濟
を
求
む
る
こ
ピ
を
得
た
け
れ
ご
も
、
之
ε

響
立
す
ぺ
き
土
塊
の
器
o
に
在
て
は
、
欝
時
契
約
に
關
す
る
法
理
の
饒
照
に
因
ウ
斯
る
動
産
の
一
題
に
關
す
る
法

理
を
土
場
の
髭
。
に
懸
用
す
る
こ
ε
が
出
來
な
か
つ
た
（
衡
李
法
裁
判
厨
が
土
地
の
扇
。
k
保
護
を
與
へ
た
る

は
斯
る
動
産
信
託
の
法
理
を
類
推
し
槌
に
依
る
）
。
蓋
し
岳
o
k
於
て
瀞
o
津
o
＄
絹
o
演
土
地
を
譲
受
け
だ

ζ
冠
を
約
因
（
8
田
窟
巽
註
婁
）
ε
し
て
護
受
人
の
指
圖
に
從
ひ
共
の
土
地
を
第
三
者
の
爲
め
に
斯
有
す
べ
き
旨

を
約
す
る
は
今
日
の
所
謂
不
要
式
奥
約
（
風
ヨ
嘗
8
馨
養
息
で
あ
つ
て
、
メ
イ
ト
ラ
ソ
ド
氏
、
ホ
ル
ヅ
ク
藝
ス
段

（
田
一
島
養
9
）
等
の
醗
く
通
う
普
通
法
上
不
要
式
の
輩
純
契
約
の
敷
力
を
鶴
め
だ
の
は
紀
元
第
十
五
世
麗
の
こ

ε
に
罵
じ
，
當
時
に
於
て
は
未
だ
之
を
保
護
す
べ
き
訴
訟
（
斜
＆
睾
亀
霧
・
。
賃
臼
℃
降
）
の
形
式
が
不
法
行
爲
の
訴

（
侮
島
睾
畠
需
。
堕
窟
器
）
を
基
礎
ε
し
て
考
案
せ
ら
れ
な
か
つ
た
が
故
k
外
な
ら
ぬ
（
融
四
〇
）
。
尤
も
當
時
畿
k
警

通
法
上
要
式
捺
印
契
約
（
8
舞
窪
謹
曽
蔓
牙
＆
）
の
不
履
行
k
封
す
る
救
濟
の
聯
訟
は
認
め
ら
れ
て
を
つ
セ
か
ら

擦
即
爽
約
に
依
て
5
0
を
齪
定
す
る
ε
き
は
、
捺
印
契
約
を
保
護
す
べ
き
訴
議
（
9
鼠
睾
9
0
薯
窪
器
仲
）
龍
依



（鶴）

て
錺
o
礫
詮
あ
目
的
を
蓬
成
し
得
な
い
で
竜
な
か
つ
た
が
、
捺
印
契
約
に
依
て
器
o
を
設
定
し
陀
之
ε
は
實
際

に
於
て
極
め
て
稀
で
あ
つ
て
、
エ
イ
ム
ス
教
授
は
艶
の
方
法
に
依
る
o
窃
鼠
の
蔀
霧
o
の
救
濟
が
器
o
に
關

ず
る
法
理
の
畿
逡
に
貢
戯
す
る
所
が
な
か
つ
た
ε
謂
ぷ
を
妨
げ
な
｝
ε
翫
じ
て
を
る
（
融
巴
）
。

　
爾
叉
當
時
の
普
通
法
に
於
て
は
契
約
は
嘗
事
者
間
に
於
て
の
み
敷
力
を
有
し
、
所
謂
第
三
者
の
爲
に
す
る
契

約
（
8
旨
這
9
響
穿
o
げ
窪
＆
貯
亀
”
黛
＆
七
の
誘
書
）
に
於
｛
第
三
者
の
櫨
利
を
認
め
な
か
つ
陀
。
教
龍
上
蓮

警
亀
舘
・
舞
鴇
響
の
形
式
が
醤
時
存
し
た
建
假
定
し
て
も
、
之
k
依
て
救
濟
を
受
く
る
も
の
は
瀞
o
穿
欝

鉾
器
の
相
手
方
だ
る
譲
渡
人
即
ち
委
託
者
で
あ
つ
て
第
三
者
た
る
8
菖
菖
ゆ
犀
羅
は
動
の
礫
護
を
受
く
る
と

塩
が
出
撰
な
か
つ
陀
の
で
あ
る
。
且
つ
暫
含
幽
9
亀
拶
器
昏
甥
響
に
依
て
譲
渡
人
即
ち
委
託
者
が
受
く
べ
き
救

済
は
金
鈍
賠
償
請
求
横
を
附
輿
せ
ら
る
る
に
懸
ぎ
ず
し
て
而
も
當
時
警
通
法
の
原
則
に
依
れ
ぱ
斯
る
講
求
権
は

護
渡
焼
を
有
し
な
か
つ
た
か
ら
、
護
渡
入
即
ち
委
託
者
が
麟
豊
暮
亀
醗
讐
露
陽
饗
に
依
て
救
涛
を
受
け
陀
ε

葛
ろ
で
、
興
の
結
果
は
護
渡
性
あ
る
土
地
．
厨
有
権
ε
護
渡
性
な
き
金
鈍
債
穫
ε
を
交
換
す
る
に
止
ま
つ
ね
。
從
て

假
に
紀
完
第
十
玉
世
紀
以
前
龍
舞
舘
薯
無
斡
器
轟
彗
箆
鈴
が
考
案
せ
ら
れ
た
ε
し
て
も
之
に
依
る
§
像
護
は

衡
絃
充
分
で
あ
る
ビ
は
癬
あ
こ
ε
を
得
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
（
匪
四
e
。

　
夫
れ
か
ら
総
元
第
十
五
世
魁
k
入
多
普
羅
法
裁
勃
厨
に
於
て
8
葛
9
9
騨
鴇
信
糞
曝
津
の
形
式
を
鑑
出
し
π

　
　
慧
桝
屠
憐
初
旛
“
の
土
魏
禧
旧
那
四
ぎ
磐
『
鐘
轍
納
藏
醐
”
斯
凹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姻
五



（46）

　
　
　
葵
國
初
期
の
土
勉
信
託
ミ
讐
通
淺
裁
殉
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
六

　
定
き
は
メ
イ
ト
ラ
ソ
ド
氏
が
謂
つ
て
を
る
通
う
醜
に
衡
季
法
裁
到
騎
に
於
て
爵
器
を
保
護
し
、
普
通
法
裁
興
斯

　
に
於
て
講
じ
得
べ
き
救
済
手
段
よ
ゆ
遙
か
に
有
敷
に
し
て
（
曇
o
お
。
困
騒
簿
）
遙
か
に
強
力
に
富
む
（
臣
o
誘
瀞
苧

　
ま
ざ
）
救
済
手
段
を
附
與
し
て
を
つ
た
か
ら
絡
に
普
通
法
裁
判
所
は
永
逡
に
（
慕
8
墜
山
び
賊
聾
）
島
o
保
謹
の

　
機
曾
（
o
篭
o
ヰ
昌
ぞ
）
を
失
つ
セ
も
の
で
あ
る
（
髄
四
暮
。

③
普
蓮
法
裁
興
厨
が
甕
を
保
護
す
る
と
ε
が
出
家
な
か
つ
た
の
は
上
述
の
如
き
純
法
理
的
理
由
に
由
る
外
爾

ぼ
次
に
示
す
が
如
く
當
時
の
襖
雑
な
る
肚
會
的
政
治
的
事
情
に
も
因
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
（
a
）
　
普
通
法
裁
鈍
所
が
島
o
を
保
護
す
る
こ
ε
が
出
來
な
か
つ
π
庭
會
的
政
治
的
理
曲
ε
し
て
先
づ
畢
ぐ
べ

　
き
黙
は
、
國
王
の
利
盆
に
封
す
る
顧
慮
で
あ
る
。
英
國
に
於
け
る
當
時
封
建
肚
會
に
於
て
は
國
王
が
土
地
の
最
高

　
領
主
（
■
o
艮
憎
畦
”
β
o
巨
け
）
ε
し
て
最
高
位
に
立
ち
、
多
歎
の
貴
族
即
ち
諸
侯
は
土
地
の
中
問
領
主
曾
島
希
げ
＆
呂

　
ε
し
て
國
王
ε
國
民
ピ
の
中
問
に
臨
む
で
を
つ
た
（
註
四
四
）
つ
依
て
若
も
普
瓶
法
裁
判
斯
に
於
て
蕃
。
を
公
然
有

　
敷
な
♪
ε
認
め
之
に
依
る
土
地
遺
賂
其
の
他
を
許
す
ε
き
は
、
諸
侯
は
一
方
に
於
て
自
己
の
段
窪
塁
駐
に
依
ウ
損

　
失
を
受
く
る
ε
同
時
に
、
他
方
國
王
に
封
し
自
ら
之
を
爲
す
に
依
多
叉
利
盆
を
得
る
こ
ε
多
く
、
結
局
其
の
損
盆

　
は
相
牛
し
た
け
れ
ご
も
、
國
王
は
之
に
依
て
常
に
著
し
く
牧
入
を
削
減
せ
ら
る
る
の
み
で
あ
つ
て
、
其
の
打
鍵

　
は
誠
に
甚
だ
し
く
覧
に
は
封
建
制
度
の
墓
礎
を
壊
損
す
る
の
勢
を
も
示
し
た
。
是
に
於
て
普
通
裁
到
所
は
斯
く



（47）

の
如
き
享
情
、
殊
に
國
王
の
利
盆
を
考
慮
し
之
を
害
す
る
≧
ε
を
虞
れ
政
策
ε
し
て
竜
臣
o
を
保
謹
す
る
k
至

ら
な
か
つ
た
も
の
蜜
見
る
を
要
醤
ピ
す
る
（
註
四
五
）
。

（
b
）
　
普
通
法
裁
勢
所
が
蕊
o
を
保
護
す
る
こ
ε
が
倒
來
な
か
つ
た
肚
會
的
欧
治
的
理
由
ε
し
て
第
二
に
墨
ぐ

ぺ
き
顯
は
、
錺
o
を
脱
法
叉
は
詐
害
手
段
k
利
用
せ
ら
れ
た
ヒ
ε
で
あ
る
。
普
通
法
裁
剣
所
が
臼
・
を
保
護
す
る

ζ
ピ
が
出
楽
な
か
つ
た
の
は
又
扇
o
が
秘
に
脱
法
又
は
詐
害
手
段
に
利
用
せ
ら
れ
た
事
情
に
も
因
る
で
あ
ら

う
。
債
権
者
詐
害
を
目
的
ε
す
る
土
地
及
動
産
の
扇
o
は
絡
に
一
三
七
七
年
、
＝
二
七
九
年
、
輔
四
八
八
年
及

一
孟
〇
四
年
等
の
法
律
を
以
て
之
を
禁
止
せ
ら
る
る
k
至
つ
た
こ
ε
は
既
に
述
べ
た
通
ウ
で
あ
る
（
誰
四
六
）
。

　
斯
く
の
如
く
普
通
法
裁
到
所
は
器
o
を
以
て
封
建
的
法
律
（
公
奉
に
見
て
苛
酷
な
る
法
律
）
を
遜
脱
し
叉
は
債

槽
者
を
詐
害
す
る
爲
め
に
利
用
す
る
も
の
ε
爲
し
之
が
保
護
を
拒
絶
し
た
ε
雌
も
島
o
の
流
行
に
俘
ひ
、
反
面

k
於
て
瀞
o
浄
0
8
島
o
即
ち
受
託
者
に
し
て
器
o
設
定
の
本
旨
に
反
し
翫
o
目
的
た
る
土
地
を
恣
に
魔
分

す
る
も
の
が
頻
出
し
、
此
の
貼
に
於
て
蕃
o
に
相
當
の
保
護
を
加
へ
な
炉
で
放
置
す
る
≧
ε
は
灘
て
瀞
o
津
o

ε
田
o
即
ち
受
託
者
の
背
信
的
行
爲
を
誘
致
助
長
す
る
の
結
果
ピ
な
る
k
至
つ
弛
（
駐
四
七
）
。
是
れ
衡
季
法
裁
鋼

所
が
島
o
に
干
渉
す
る
k
至
つ
た
勝
以
k
外
な
ら
霞
。

　
　
　
　
　
　
四
　
〇
。
。
陰
鼠
ρ
き
蕊
o
の
灌
利

　
　
曲
飛
國
初
期
の
土
地
信
託
電
齢
脚
癒
法
臓
戯
藩
肌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



（樹）

　
　
　
　
突
鱗
初
期
の
土
地
惜
託
ξ
繋
癩
漢
機
殉
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞
凡

　
斯
く
の
如
く
普
通
法
裁
鋼
所
は
上
越
の
理
由
に
依
う
て
終
に
塁
o
を
保
護
す
る
こ
ε
が
出
楽
ず
、
8
既
島
2
0
猛
・

即
ち
受
餐
者
を
救
済
す
る
之
ピ
が
出
來
な
か
つ
た
。
又
嘗
時
に
於
て
は
未
だ
衡
革
法
裁
釧
所
が
器
o
k
干
渉
し
此
の

方
面
の
管
轄
を
開
拓
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
（
鞍
四
八
）
。
從
て
蟄
o
き
嚇
即
ち
受
託
麿
ε
瀞
簿
0
8
鱈
鴇
蹄
ち
受
託
奢

の
問
緩
は
軍
に
嘔
暮
一
〇
β
窪
．
。
廓
恥
讐
而
馨
暮
が
存
す
る
k
止
2
多
、
蓼
浄
o
な
騒
即
ち
蔓
託
者
が
d
器
設
定
の

本
旨
に
從
ひ
土
地
を
鎮
有
し
之
を
管
理
叉
は
塵
分
す
る
や
否
や
ほ
全
く
典
の
餓
愛
ε
逡
義
心
に
訴
ム
る
の
外
な
《
、

8
・
鼠
ρ
蓉
信
雛
即
ち
受
塗
者
の
権
利
は
翠
に
面
目
的
、
遣
義
．
的
に
過
響
な
か
つ
鷲
。
從
つ
て
蟄
藩
0
8
縄
霧
即

ち
受
託
者
が
唱
器
設
定
の
本
旨
に
反
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